( 120 ) 


与巧 a Univ, み r. 1 ;， Div. 1, Vol7, A t 11. 

5. S 好化德 . 1941. IschyropsaJis ahei Sa い et Suzi Id の一'瑜杉 Acta Aracbnolngica 
Vol. Ni >. し 


巧簡洋產多足類の槪觀 

附.□本にがけるフサヤスデの發見 

高桑良輿®轟臨を雄 

萊京文理科大學動物學敎窒 

巧-厢洋の動物阳は近年急速に明かにされつ、ある力';それでも動物辟によつ 
ては来だ大きな纏まりのついて居ないものがある。が‘を動物では爬虫類と兩棲 
類がをれである。標題の多足類も其の！例であらう（蛛形類もサソリ•サソリ 
モドキの仲間を除けば义然り）。多足類は噢蚊類（ムカ-デ’）馬陸類（ヤスデ）え 
脚類 （ニハ ムシ）結關類 （コム カザ）を總稱した牌名で，今 0 をでの處吕本產 
はお 1 のもの 10 科％屬巧 3 穗あ亞極，が？のもの 24 科旅琴巧て種及亞種 
第.、のもの，科3鬻3穗，第4のもの‘2科3屬3穗な上むるがミクロ争シア產 
け: y ： 等の 中の何パーセント を- 1 1;めるであらう力立。 

予等は從がも巧をの方々の御厚愈により r 又]-南'洋產夕お類標晶を所持して居た 
が，殊にげ年は九州が大江崎教授が昭か。年から巧し弓年にかけてのミク。ネ 
シア探檢の際採獲された多足類願係の擦ロロロ（頗る®富な您集である）を擧げて 
チ等の自由檢討にをねられたのでなにミク。ネシ了產の普通の多足類は悉ぐ 
觀ることがお來たとの信念を得 ♦ 尙文獻をも涉媳しで一つの源まりをつけるこ 

* 昭和17^10 n 24 H 仙羣巧に於:ける日本動物學會第じ瞄大會席上窩島じより口演さ 
れ たのを敷衍したものひ 

1) 今回め第1了回大會に於て乂島お滿睐ゴ••は「西カロリン鮮島憩體虫類の分布を論じウ 
工^べ;にな J :」 と趨し離がせられ，所產鹏虫 I 類を一光づ遞めて下さつた戸文愉わ 
である t 尙兩棲類は無尾類る；ソ種きりでもるが其等の天籍に縣する報ををホだ見ない。 

2) 今画の內荫洋產をも含む0 
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とにした。娶細は窩藥が「我が南洋群島の多を鞭」丰題し科學靖痒に潑をした 
から屬趣-"覚を化處には褐げない。當時鹿兒岛高等農 f 木學咳助す视1ザ榮吉■巧が 
大お 3 年の末から大あ 4 年 2 巧にかけ 4 穂のヤスデをトラック，ポナぺで採集 
し大お 5 年に報吿されたのが本邦人では內—南洋《お類即をの先驅となった，予 
等は所檢穗品よりレてムカデ化穗及班種（內新趣三）ヤスザが種（內翁 f 極の 
と考をしを。コムカデ及びニハムシはどうしをものかホだ1度も採集例が無い 
(コムカデはな崎 I 文授が科4當注藏して下さつたのであるがホたソふっからない。 
ミクロネシアには熊園もあること故さういふ場所で探集〇便を.を持たれる方々 
の御注意を切望する ）0 之等の巧オホムカデ，タイワンオホムカデ，パラホフト 
ヤスデ等は巧謂熱帶人畜有害動物としてを意すベ<，デムカデわじラタヒゲぞ 
ムカデ，馬陸のカグヤヤスデは共に發光する夕化颖である。ポナぺギボウシヤ 
スデ及びパラオギボウシヤスデは頭部が吻がをがして前方に眞直に突化する異 
形の馬陸で其の繊細な體姬は馬館の仲閒とも見えぬ位である：> 前藉はな‘膊巧に 
よりポナぺで，後者は關口-鬼一巧によりパラホで夫々探集されたが化の屬/ S ，- 
phonophora も, をれの隸する科* Siphonophoridae も本邦も記錄であクを。 

內南萍の動柳み巧に關しては對象とする動物辞によりを專門家の閒に多少〇 
意見の縣きがあるやうである。近頃な職博-±は罵蟲を對象としたミク。ネシア 
の動物地理學的區みを論じマリアナ.群農區（サィパン其の他）西々 n リン群幕 
區（パラホ棘嵩，ヤツプ其の他）東カロリン群島瞳（トラブク，ボナぺ其の他） 
刷鄕環施區〔ヤル，卜其の他） 0 4 區に劃すべしとされた0ミクロ 本シアが 產 
多足類は其の種類少 < 又外南泮產のぶ足類に觀する予等の知識極めて乏 しを.臟 
みがあるが，さうした不利を無;祕しても消極的に江崎敎授の區か論をま持する 
といふ結淪に到達した 0 

3 ) 科學南洋 wL V, no. 1, 睐 .14-44, 21 figs. (1942) 

か掘井榮ま新領主南洋諸島動物調查報吿書靖洋新巧領地硕察報吿〔文部省專巧擧 
務局〕 PP . 234-266 〔多足類 PP . 251.25 2](1916) 

所竭4瘋—共 Julns sp . ともり其の內巧出のものは今日のエサネフトヤスデであるが f 出 
の種は記述簡單にして今日のどの種に當るか判定し稱ない0 

5) 江崎踩 S 委佐統治南洋群島にがける人體の害蟲(第1報）吉巧賴ホ祝賀記念誌論 
文篇 230-252 (1939) 

6) 江崎涕 S 我が南洋の昆蟲寶塚是蟲館報 no. 1 (改訂再版）. PP. 1-10 (1941) 



Ii2 ) 


，尙化の機會に本邦にがける觸顯類の潑をを附霄し度ぃ。馬陸類は詳しぃみ類 
法では節足敢物 n 中の1瓣であるが其の馬陛燕!は 二つの 亞雜 むこ 分割される。一 
つは臀薇诚綱 Chiloguatha で巧ど總ベ’てのヤスデは化の中に包おされる。今一 
つは觸颠距熟 j P が！;1が ] < だりがし a で現世に1科11顧50趣 f 企しかなぃ。止ヒの忡閒 
はを轉は寧ろもカバ脈 j 勘 i も歩脚も數少く巧触にも生賄岐は無くぉまけに謂節り 
ぶ右に特異のた總を生じで居る3敎科書などに揭おされてなる圖を普見したの 
でほ澡形逊物の多-で•類んと早合觀する程である。岸の乂ま巧(1935)は化りフ 
サヤスデ類を4がにかけられたけれども予等は化來通り1科〔フサヤスデ科 
Paljxenidae Gniy et Jones ( 1842 ) J t し與の中に 11 顯を認める 0 

Ai}Jckiroxenus A い sm 巧（け、〇9) 

HypOf；exenus Fih e r い ぉ〇な 
Koubanus At terns (1928) 

L^pkoprocfus V cot k (1895) 

Maci'OxemLS Brole nann 


Mono が ’ oph;s' Alt れ化 ( 1907) 
Polyxcniui lat.eill (IhO M804) 
Saroxeniis Cook () 800 ) 


Schindaimonoius Atte n ("1928) 
Syv む •Tvm 淵 vestri (1900) 


Trichoprof (，が Filve^tri(i«S99) 

フサヤスデ類は巧陸鷄中〇嚴小者で Polyxentis laqxtrus ( TJrinaeiis , 1758) は 
么5 •钱億でをる。人生と•のを涉は皆無ながら擧術的には大ぃに霉人のを意を惹 
く動物辟である。況 < 世をにみ很する.ものながら本巧では昭和了华幻:崎陳兰巧 
が「本邦からはホた蠻見されなぃが’產しなぃことはなぃと思ふ」と豫言 n され 
たわに始まり昭ネロ10年に到って漸< 捧巧义ま巧が「本邦には綱節固のフサ 
ヤステ•が最近に見が■かった）體長3の拍許りの小さぃも〇である」と短報され 
を。が萍直秀博女が教物み類おを訂な版（昭和13年）にかて r/W ダぶが rw フサ 
ヤスデ、邦產嚴近'變見」い.ぶ了）となさっを粮據は上記岸巧巧のものにをった 
こと^想ふが卜嘗て岸四氏から承つをがではをは化九，州產でホぶ熟の賴おであ 


7) な轉憐兰多お類蜘蛛類〔岩彼講蛮生物學] P •が （19 说） 

の岸西乂吉ヤスデの採集とを類祀卵動値物 vol •も no . 1,郎.1端，扣 fi か1> 
4](1933) 
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るから其のを詳報を莲控へておなとのこ 

とで， Poiyxenxi ^ とか:つたわけではない。 

即ちフサずスデ類の i 趣力;化九娜で採集 

されをとのみで其の天籍は少しも明かに 

されて居なかつを现狀である0沖繩臟立 

が二高等女擧校敎諭にして本曾贊員をる 

當眞剛巧巧は曾て沖繩本瓷巧里でフサヤ 

スデ顏を5頭採集しフサヤスデ類なりと 

の見當をつけ與〇標品をな崎博±に贈ら 

れた。化の時ぶんが?な仏、の標品も一錦-に 

贈られた〇其等は何れもな崎博古の郷厚 

おで予等の手許に渡り Schizomm は高嵩 

1。） 

ボ本誌 vol . V ;, U 0* 3に報吿した 0 不幸 
にして5頭のフサヤスデは不良な標品で 
檢齋する 度に 毛總力鄉離して來る楼なす 
渝灰を伴つをが，どうにかお]おは化來 
た0兹に予等は本邦に於ける Rr ’ ela がぃ> • 
llHthll の撥旨、を礎認し其の屬極を’巧:をし 
見つ新種などにせずに濟んだことを欣幸 
とするものである。 

萬はモノグラヴィス顯 Monogra で his で、 
次出の種をが notyre として A な ems 力； 
明治40年に劍設したものである。ジャワ 
トウマフサヤスデ巧面（約:;1倍） 〇ボイテンゾ）レフで節足動物學者クレぺ 
(レ恥础〕 りンが探集した德品に基きアテムスが設 


y ) 化の興味ある標品を予等に讓られた同热±の寬大に敬意を觀デるもである0 

10) 高島春雄日本產を徽目が脚魏国知見補遺 Ac いん a 化打マ〇1.み no. 3 PP. 
ゎ。に，7だ〔ヤイトムシ沖繩に產ず PP. 9ん97〕 (1941) 

11) 八れ m 。、 C. Javanis 'he Myri( poien, gesamnielt von Dhektor Dr. K. Krat pel n 
ira Jah.e の 0:!— Mitle 1. Katjrhist. Mus. xxiv, pp. 77-142, 42 te- て ‘ 、 - 6 が •, 3 pi ん ，71 
もげ . ( 11-| 〇 7) 
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けた種が见 kraepelini 〔 MJtteil . Naturliist . Mus . xxiv , p . 90, tex '- fiTS . 10- 
17, P . I ， fi が 21-22 (190 了）〕であるが今回の沖雛產は化の穂に同だすべき 
で當眞巧の殊動を顯彰すべ<和名に巧の姓を頂戴してトゥマフサヤスデとお 
め，第2の產地として沖繩本島育里を記錄して混くものでをる（據染半月曰は 
不分明になつた ）0 其の後190^年にアテムスは此の屬の第2の穂ぶ：が/けぶが, 
を南アフリカより報192 4 年フ S ルへフは樂3の穗旅 mjdberrji を西ホ 
ーストラリ了から記戦し夕^0トウマフサヤスデは了テムスの原記には部み翻り 
みでをるから微小且つ不良な標(活ながら勇を鼓して世界最初のを形圖を作つ 
た0巧當模ま圖的になつたのは止むを得ないことである0 a り巧3り日） 


チャグロサソリとカネグロサソリ 
轉島蕾 雄 
東京文理科大學動物學敎室 

S チ r グロサソリ巧說 

昭和巧 年11巧.‘の日日本動物學會例會で r 日本產 を ® 目及脚鬚巧」と適して 
講演した時巧腺潔博± から 萊大理學部數物學敎窒にみらく保がの標本に臺灣虛 
(?) と ラベルを 附した大きな赐があることをホつた J 今半 9 巧に まり巧博 ± り 
御芳志で 共の 標本を借用調が•するを得た0をを牒饌本で ラベルには '‘ F 誦;親？，， 
とある。乍辨化 のサソ リの產地を慕灣とすることは旣往の知見が許さない。巧 
方井苗閥のどこかの 產であるが 化の ラベルがか何の乎懸りも無い。私は江ヒの襟 
本を テャグロサソリ Heteromeirus longimanxis lough 凡達が (Herbst, 1800) 〇 5 
と 看做ず。背甲長はおやで测つて14求ら前腹長2も5，後腹はが轉して.了度 
刺蠻ホる時のやうな蔓勢で間まつて居るので長さは42〜が耗かと'想はれる。 
右の觸聽を測ると轉節長 5.5 巧’腿節長。巧，尴節授巧，掌長に，指をけ 

じ） A teins, C. I enk-chr. medic* u. n tu w. Ge . xiv, p PI. Ill, figs. ん - ,0 
(190-0 

13) Verhoeff. K. \V. Ark. る x 1 .てみ no • ろ • P •がりり W 
* 柬が產を喊類掷お類の調逸戌の六） 




